
内
科
　
医
長
（
循
環
器
）　
認
定
内
科
医

循
環
器
内
科
専
門
医

　
吉
　
田
　
　
奈
々
絵

心
疾
患
の
予
防
と

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

● 

は
じ
め
に

高
齢
化
に
伴
う
弁
膜
症
（
べ
ん
ま
く
し
ょ
う

：

心
臓
の
弁

の
障
害
）
の
増
加
や
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に
伴
う
虚
血
性
心

疾
患
（
き
ょ
け
つ
せ
い
し
ん
し
っ
か
ん

：

狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
な
ど
）
の
増
加
に
よ
り
、
心
不
全
の
患
者
さ
ん
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
心
不
全

は
、
様
々
な
心
疾
患
が

た
ど
る
終
末
像
で
あ
り
、

罹
患
患
者
数
は
増
加

し
、
2
0
3
0
年
に
は

1
3
0
万
に
達
す
る
と

推
計
さ
れ
「
心
不
全
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

日
本
に
お
け
る
心
疾
患
の
現
状

日
本
に
お
け
る
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
の
死
因
の
第

1
位
は
悪
性
新
生
物
24.6
％
、
第
2
位
に
心
疾
患
14.8
％
と
続
き

ま
す
。
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
で
は
、
そ
の
41
％
が
心

不
全
、
33
％
が
虚
血
性
心
疾
患
（
急
性
心
筋
梗
塞

：

15
％
、

そ
の
他
の
虚
血
性
心
疾
患

：

18
％
）
で
し
た
。

心
不
全
と
は
、「
心
臓
が
悪
い
た
め
に
、
息
切
れ
や
む
く

み
が
起
こ
り
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
り
、
生
命
を
縮
め
る
病
気
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
不
全
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
心
不
全
に
つ
な
が
る
リ
ス

ク
が
あ
る
と
、
心
臓
の
病
気
や
心
不
全
症
状
が
な
く
て
も
心

不
全
ス
テ
ー
ジ
A
と
な
り
ま
す
。
心
臓
の
病
気
が
あ
る
も
の

の
心
不
全
症
状
が
な
い
場
合
が
ス
テ
ー
ジ
B
。
心
不
全
症
状

が
出
て
く
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
C
、
ス
テ
ー
ジ
D
へ
と
進
行
し

て
い
き
ま
す
。

心
不
全
と
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
は
共
通
し
て
い
る
も

の
が
多
く
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
心
不
全
ス
テ
ー
ジ
が
進

行
す
る
の
を
遅
ら
せ
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
動
脈
硬

化
の
リ
ス
ク
は
、
脂
質
異
常
症
、
喫
煙
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）、
高
尿
酸
血
症
、
肥
満
、
加
齢
、
性

別
（
男
性
ま
た
は
閉
経
後
女
性
）、
脳
心
血
管
障
害
や
生
活
習

慣
病
の
家
族
歴
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
い
か
に

少
な
く
し
て
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
を
予
防
す
る
か
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

第20号
・心疾患の予防と心臓リハビリテーション
  内科　医長（循環器）　吉田奈々絵

・循環器内科診療案内
・変形性股関節症のおはなし1
  整形外科　診療部長　田中伸哉

・整形外科診療案内

・シリーズ健康生活

　(5. 腰痛を防止・軽減するための柔軟体操 )
  リハビリテーション科　理学療法士　小田嶋竜三
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● 
心
不
全
と
診
断
さ
れ
た
ら
？

心
不
全
は
基
本
的
に
は
進
行
性
の
病
気
で
す
。
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
、
心
不
全
の
治
療
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
心
不
全
の
治
療
の
4
本
柱
は
、
食
事
療
法
、
内
服
治
療
、

運
動
療
法
、
日
常
生
活
の
管
理
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
自
身
が

「
治
療
の
4
本
柱
」
を
継
続
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
と
な
り

ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
で
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
心
臓

病
の
患
者
さ
ん
が
体
力
を
回
復
し
、
自
信
を
取
り
戻
し
、
快

適
な
家
庭
生
活
や
社
会
生
活
に
復
帰
す
る
と
と
も
に
、
再
発

や
再
入
院
を
防
止
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
お
こ
な
う
総
合
的

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々

な
研
究
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
虚
血

性
心
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
心
血
管
病
に
よ
る
死
亡
率
が
26
％
低
下
し
、
入
院
の
リ

ス
ク
が
18
％
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
心
不
全
の
患
者
さ
ん
が

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
入
院
が

25
％
減
少
し
、
心
不
全
入
院
が
39
％
減
少
す
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
が
現
在
は
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
心
臓
病

の
方
で
も
、
ど
ん
な
心
不
全
の
状
態
で
も
運
動
療
法
が
勧
め

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
手
に
激
し
い
運
動
を
す

る
こ
と
で
、
む
し
ろ
現
病
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
必
ず
、
か
か
り
つ
け
医
に
ど
の
程
度
の
運
動
を
ど
の
程

度
す
る
の
が
良
い
の
か
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
外
来

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
病
院
も
あ
り

ま
す
。
ど
の
程
度
運
動
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

是
非
そ
の
様
な
病
院
を
受
診
し
、
必
要
な
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ

指
導
を
受
け
て
頂
け
る
と
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
際
は
か
か
り
つ
け
医
よ
り
の
診
療
情
報
提
供
書
を
持
参
し

て
頂
け
ま
す
と
、
受
診
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
わ
れ

ま
す
。

循
環
器
内
科
診
療
案
内

当
院
循
環
器
内
科
の
主
な
診
療
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す

①
虚
血
性
心
疾
患
に
対
す
る
各
種
診
断
と
治
療

②
心
不
全
に
対
し
て
の
入
院
治
療
と
外
来
で
の
服
薬
調
整
、

生
活
習
慣
改
善
の
指
導

③
不
整
脈
に
関
す
る
専
門
的
な
診
断
と
治
療

④
心
臓
弁
膜
症
の
診
断
と
心
臓
血
管
外
科
へ
の
治
療
の
橋
渡

し⑤
大
動
脈
瘤
の
診
断
、
緊
急
治
療
が
必
要
な
場
合
の
心
臓
外

科
へ
の
紹
介

⑥
深
部
静
脈
血
栓
症
の
治
療
、
肺
血
栓
塞
栓
症
の
初
期
治
療

⑦
外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

⑧
大
人
に
な
っ
た
先
天
性
心
疾
患
症
例
の
経
過
観
察
、
管
理

虚
血
性
心
疾
患
に
対
し
て
は
心
臓
超
音
波
検
査
や
ホ
ル

タ
ー
心
電
図
、
C
P
X
（
心
肺
運
動
負
荷
試
験
）、
冠
動
脈
CT

を
用
い
て
心
機
能
や
冠
動
脈
の
評
価
を
行
い
ま
す
。
安
定
狭

心
症
に
対
し
て
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
治
療
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
整
脈
に
関
し
て
は
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
で
の
診
断
や
、
原
因

不
明
の
失
神
に
対
し
て
植
え
込
み
型
心
電
計
の
植
え
込
み
を

▶
一
般
社
団
法
人 

日
本
心
不
全
学
会
：
心
不
全
手
帳

（
第
3
版
）
よ
り
引
用

2



行
い
遠
隔
モ
ニ
タ
ー
で
診
断
し
て
い
ま
す
。
症
状
の
あ
る
徐

脈
性
不
整
脈
に
関
し
て
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
治
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
医
大
さ
い
た
ま
医
療
セ

ン
タ
ー
、
さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院
と
連
携
し
、
術
後
の
外
来

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
不
全
患
者
に
は
管
理
栄
養
士
に
よ
る
減
塩
食
の
食
事
指

導
や
、
大
宮
医
師
会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
「
心
不
全
共
本
」

を
用
い
て
体
重
指
導
、
塩
分
摂
取
量
の
推
定
に
よ
る
塩
分
制

限
指
導
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
に
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
な
お
難
治
性
の
心
不
全
患
者
に
対
し
て
は
、
新
規
の
心

不
全
治
療
薬
を
導
入
し
て
の
治
療
強
化
や
、
C
P
X
（
心
肺

運
動
負
荷
試
験
）
を
用
い
た
運
動
処
方
に
よ
り
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
先
生
方
と
も
連
携
し
、
病
状
が
安
定
し
た
患
者
様

に
つ
き
ま
し
て
は
積
極
的
な
逆
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

整
形
外
科
　
診
療
部
長
　

日
本
整
形
外
科
学
会
専
門
医
　

日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
専
門
医
　

日
本
人
工
関
節
学
会
認
定
医
　

日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
評
議
員
　

日
本
骨
形
態
計
測
学
会
理
事

　
田
　
中
　
　
伸
　
哉

変
形
性
股
関
節
症
の
お
は
な
し
1

1.　

二
本
足
で
歩
く
た
め
に
進
化
し
た
股
関
節

ヒ
ト
の
頭
か
ら
体
幹
（
た
い
か
ん

：

胴
体
の
こ
と
）
と
上

肢
（
じ
ょ
う
し

：

上
腕
と
前
腕
と
手
）
と
下
肢
（
か
し

：

大

腿
と
下
腿
と
足
）
の
三
つ
の
部
位
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
主

要
な
部
分
で
あ
る
頭
か
ら
体
幹
は
頭
蓋
骨
か
ら
は
じ
ま
り
頚

椎
（
け
い
つ
い

：

首
の
骨
）・
胸
椎
（
き
ょ
う
つ
い

：

肋
骨
が

あ
り
心
肺
を
保
護
し
て
い
る
骨
）、
腰
椎
、
仙
椎
（
せ
ん
つ
い

：

両
側
は
腸
骨
と
結
合
し
骨こ
つ
ば
ん
ぞ
う
き

盤
臓
器
を
保
護
し
て
い
る
）
と

尾び
つ
い椎

へ
と
続
い
て
お
り
一
つ
の
塊
と
し
て
考
え
ま
す
（
図
1
）。

四
つ
足
動
物
で
は
、
こ
の
主
要
な
部
分
を
両
肩
関
節
と
両
股

関
節
を
介
し
て
両
上
肢
と
両
下
肢
で
支
え
て
い
る
の
で
バ
ラ

ン
ス
が
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
を
器
用
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
の
よ
う
に
手
を
器
用
に
使
う

に
は
下
肢
だ
け
で
立
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ヒ
ト

の
股
関
節
は
二
本
の
足
で
立
つ
た
め
に
進
化
し
、
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
で
頭
と
体
幹
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

2.　

高
齢
化
社
会
で
増
え
て
き
た
変
形
性
股
関
節
症
の

患
者
さ
ん

股
関
節
は
球
状
の
大
腿
骨
の
骨
頭
を
寛
骨
臼
（
か
ん
こ
つ

き
ゅ
う

：

股
関
節
の
腸
骨
側
の
骨
）
で
覆
っ
た
形
を
し
て
い

ま
す
（
図
2
）。
こ
の
形
態
の
関
節
を
球
き
ゅ
う
か
ん
せ
つ

関
節
と
い
い
ま
す

が
、
立
つ
・
歩
く
な
ど
の
動
作
に
よ
っ
て
か
か
る
負
荷
（
ふ

か

：

体
重
な
ど
股
関
節
に
か
か
る
力
）
が
分
散
し
や
す
く
、

異
常
な
動
き
も
制
限
さ
れ
る
の
で
軟
骨
の
摩ま

も

う耗
が
生
じ
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
、
出
生
時
に
股
関
節
が
十
分
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い

と
、
股
関
節
に
か
か
る
負
荷
を
う
ま
く
分
散
で
き
ず
、
中
・

高
年
（
場
合
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
若
い
頃
）
に
な
っ
て
変
形

性
股
関
節
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

寛
骨
臼
（
か
ん
こ
つ
き
ゅ
う

：

股
関
節
の
腸
骨
側
）
の
発
達

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
、
こ
れ
を
臼き

ゅ
う
が
い
け
い
せ
い
ふ
ぜ
ん

蓋
形
成
不
全

と
い
い
ま
す
。
日
本
人
の
変
形
性
股
関
節
症
は
女
性
に
多
く
、

約
8
割
は
臼
蓋
形
成
不
全
が
原
因
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
臼
蓋
形
成
不
全
が
な
い
の
に
変
形
性
股
関
節
症
を
発
症

す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

二
本
足
で
歩
く
に
は
体
重
を
左
右
の
下
肢
で
交
互
に
支
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
股
関
節
に
は
体
重
の
2
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倍
以
上
の
力
が
か
か
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
脳
、各
種
臓
器
、

骨
と
同
様
に
軟
骨
も
徐
々
に
劣
化
す
る
の
で
、
形
態
に
異
常

の
な
い
股
関
節
で
あ
っ
て
も
軟
骨
が
徐
々
に
摩
耗
し
ま
す
。

最
終
的
に
は
骨
と
骨
が
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
な
り
、
変
形
性
股

関
節
症
が
発
症
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
原

発
性
変
形
性
股
関
節
症
（
げ
ん
ぱ
つ
せ
い
へ
ん
け
い
せ
い
こ

か
ん
せ
つ
し
ょ
う

：

臼
蓋
形
成
不
全
な
ど
の
原
因
の
な
い
股

関
節
症
）の
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い
る
理
由
で
す
。
実
際
に
、

以
前
は
人
工
股
関
節
の
手
術
は
人
工
膝
関
節
の
手
術
よ
り
圧

倒
的
に
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
2
0
2
1
年
の
統
計
に
よ

る
と
、
日
本
で
は
人
工
膝
関
節
置
換
術
は
整
形
外
科
の
手
術

で
二
番
目
に
多
く
7 

7
，
6
7
5
例
、
人
工
股
関
節
全
置
換

術
は
6 

6
，
2
1
0
件
が
お
こ
な
わ
れ
た
そ
う
で
す
（
日
本

整
形
外
科
学
会
J
O
A
N
R
年
次
報
告
よ
り
）。

健
康
だ
よ
り
6
・
7
月
号
で
は
「
変
形
性
股
関
節
症
の
お

は
な
し
2
」
と
し
ま
し
て
「
3. 

見
の
が
さ
れ
る
こ
と
が
少
な

腰
と
い
う
字
は
肉に

く
づ
き月

に
要
と
い
う
よ
う
に
、
人
に
と
っ
て

重
要
な
部
分
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
腰
痛
に
よ
り
、

生
活
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

腰
痛
は
、
脊
椎
動
物
に
お
い
て
二
足
歩
行
を
す
る
人
間
特

有
の
症
状
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
疾
患
と
し
て
は
、
変
形

性
腰
椎
症
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、

腰
椎
す
べ
り
症
な
ど
に
見
ら
れ
る
症
状
で
す
が
、
原
因
が
判

明
し
な
い
非
特
異
的
腰
痛
の
方
が
多
い
（
約
85
％
）
の
が
特

く
な
い
変
形
性
股
関
節

症
」、「
4. 

変
形
性
股
関

節
症
の
治
療
」、「
5. 

当

院
で
の
人
工
股
関
節
手

術
」
に
つ
い
て
記
載
し

ま
す
。

整
形
外
科
診
療
案
内

（
専
門
外
来*

と
一
般
外
来*

*

が
あ
り
ま
す
）

　

変
形
性
股
関
節
症
、
変
形
性
膝
関
節
症
、
人
工
関
節
、
骨

粗
鬆
症
は
月
曜
日
、
火
曜
日
、
金
曜
日
の
午
後
（
担
当

：

田
中
）

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
火
曜
日
の
午
後
（
担
当

：

伊
澤
、
田
中
）

　

脊
椎
疾
患
・
腰
痛
は
水
曜
日
の
午
前
（
担
当

：

飯
塚
）

　

手
外
科
疾
患
は
水
曜
日
の
午
前
（
担
当

：

寺
山
）

　

肩
関
節
疾
患
・
ス
ポ
ー
ツ
は
月
曜
日
の
午
前
（
担
当

：

坂
口
）

一
般
整
形
は
月
曜
日
、
火
曜
日
、
金
曜
日
の
午
後
と
木
曜
日

に
な
り
ま
す
（
担
当

：

伊
藤
、
平
沼
）。

　

＊

：

専
門
外
来
は
予
約
制
で
す
が
紹
介
状
は
不
要
で
す
。

受
診
を
ご
希
望
な
さ
る
方
は
、
ま
ず
お
電
話
を
お
願
い
し
ま

す
（
0
4
8
|

6
6
3
|

1
6
7
1
㈹
）

　

＊
＊

：

交
通
事
故
、
労
働
災
害
な
ど
の
患
者
さ
ん
は
お
断

り
し
て
お
り
ま
す
。

5. 腰痛を防止・
軽減するための
柔軟体操

 シリーズ健康生活 

リハビリテーション科　理学療法士
小田嶋　竜三

▶
図
1
：
ヒ
ト
の
骨
格(

側
面)

▶
図
2
：
股
関
節
模
型
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徴
で
す
。

腰
痛
の
発
生
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
姿
勢
不
良
す
な
わ

ち
姿
勢
が
悪
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
背
骨
（
脊
椎

：

せ
き
つ
い
）
に
は
生せ
い
り
て
き
わ
ん
き
ょ
く

理
的
弯
曲
（
頸け

い

ぶ部
と
腰
部
は
前ぜ
ん
わ
ん弯
、

胸き
ょ
う
ぶ
こ
う
わ
ん

部
後
弯
が
あ
り
、
重
力
や
縦
方
向
の
力
に
対
し
て
バ
ネ
の

よ
う
に
し
な
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
緩
衝
（
か
ん
し
ょ
う

：

や
わ
ら
げ
る
こ
と
）
し
て
い
ま
す
。
加
齢
な
ど
に
よ
る
脊
椎

の
変
形
や
、
各
関
節
の
柔
軟
性
低
下
に
よ
り
弯
曲
を
保
つ
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
、
直
線
的
な
脊
椎
の
配
列
と
な
り
易

く
、
ス
ト
レ
ス
が
直
接
的
に
腰
部
へ
か
か
っ
て
し
ま
い
腰
痛

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
腰
痛
を
予
防
・
軽
減
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
と
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

① 

関
節
の
柔
軟
性
を
保
つ　

日
頃
よ
り
全
身
の
柔
軟
体
操
や
腰
痛
体
操
を
習
慣
的
に
行

い
、
各
関
節
の
可
動
性
を
確
保
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
姿
勢
保
持
を
し
易
く
な
り
、
腰
部
へ
の
負
担

軽
減
と
な
り
ま
す
。

② 

体
幹
・
下
肢
を
中
心
と
し
た
筋
力
増
強　

加
齢
や
活
動
範
囲
の
狭
小
化
に
よ
り
、
全
身
の
筋
力
は
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
体
幹
筋
（
腹
筋
・
背
筋
）
は
脊
椎
の
保
護
、

下
肢
筋
は
良
好
な
姿
勢
の
維
持
の
為
に
重
要
な
働
き
が
あ
り

ま
す
。

（
注
）
急
性
増
悪
の
時
期
は
、
基
本
的
に
安
静
が
原
則
で
す

　

最
後
に
、
健
康
維
持
・
向
上
の
た
め
に
腰
痛
を
防
止
す
る

こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
々
の
適
度
な
活
動
の
他
に
、
習
慣
的
な
全
身
の
体
操
や
運

動
を
行
う
事
が
有
用
で
す
。
是
非
、
日
常
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
考

：

理
学
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法
ハ
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ド
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